
  ＮＰＯ法人 こころの応援団  の活動について

ＮＰＯ法人こころの」応援団 の概要

所在地 〒379-1403      群馬県利根郡みなかみ町猿ヶ京温泉 1514-1
代表者 千代田すみ子
規　模 理事　8名 、 事務局　1名 、　会員　約 50名 　　
活動目的 心に病を抱える方々と一緒に行動することで理解の輪を広げ、互いに住みやすい社会

を築くことを目的に活動しています。
活動内容 ・ エンジョイ事業と名付け、毎月1回、心病んでいる方々と一般の方々との相互理解を

　 目的にサロン事業を開催。   　（年5回程度は自然を楽しみながらの交流も開催）
・ 毎月心の病を中心に勉強会を開催。
・ 自殺対策事業
　　　　4年前より、地域の様々な立場の方々と共にゲートキーパー養成講座を開催。
　　　　対面・電話相談は随時可能。
　　　　今年度は、個別出張相談を開催予定。
・ 人材育成事業
　　　　「聴く」ことをテーマに講師を招き、「聴く」ことのスキルアップを図る。
・ ピアサポート事業
　　　　障害者同士の仲間作りを支援する為に、毎月、パソコン、写真撮影、絵や版画、
　　　　季節によってはスノーシューなど、それぞれにあった楽しみを共有する。
・ 広報事業
　　　　ホームページや通信の発行や事業開催のチラシや報告書作成・配布。
・ 災害支援事業
　　　　通常は、災害弱者となりうる障害者を支援するための防災活動。
　　　　昨年3月より、東日本大震災被災地に向け支援活動を開始し、現在も活動中。
　　　　　　（心のケアを視野に置きながら、当初はがれき撤去を中心に活動し、
　　　　　　昨年6月より今年度も毎月サロン事業を開催）
　　　　また、昨年3月は、福島県より群馬県内に避難されてきた方々への心のケアを
　　　　目的とした支援活動を開始し、現在は福島県にて毎月サロン事業を開催中。

自殺総合対策大綱改定に向けての意見

現在の自殺総合対策大綱は、様々な視点からよく考えられていると思います。
問題は、大綱でなく、実際に行動する側にあるのだと私は思います。

私どもの地域で見る限り、自殺対策は 「国民一人ひとりが主役」 とは到底考えら
れません。
一般的にはまだまだ「自殺」という言葉は、禁句に近く、身近には感じていません。
役場でさえも、その分野は保健福祉に押しつけているのが現状です。

私どもの自殺対策事業では、自殺を考える以前の小さな悩みから対応し、その方が
孤独から解放されることが結果的に自殺対策につながると考え、開催して参りました。
では、その結果がどれほどかというと数値にはできませんのでわかりかねますが、

自殺対策にはカンフル剤はないと思います。なにが効くかはわからずともできることを
地道に行うことが自殺者を減少させていくと思っています。

できれば、他の地域での活動の詳細を知ることができれば、今後の活動の参考に
なると思っています。そして、自殺対策を行う側のネットワークを強化できればと願って
います。
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特
定
非
営
利
活
動
法
人
さ
い
た
ま
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
の
活
動
に
つ
い
て

 
 【
特
定
非
営
利
活
動
法
人
さ
い
た
ま
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
の
概
要
】

 
●
所
在
地
：
埼
玉
県
朝
霞
市
西
弁
財

1-
15

-1
7 

●
代
表
者
：
太
田
久
美
 
 

 
●
規
模
：
事
務
局

3
名
、
電
話
相
談
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

79
名
、
正
会
員
 

85
名
 
賛
助
会
員
 
約

12
0
名

 
●

活
動

目
的
：

悩
み

を
持
つ

子
ど

も
た
ち

や
話

を
聴
い

て
ほ

し
い
子

ど
も

た
ち
の

声
を

受
け
止

め
、

自
律
を

助
け

る
ヘ
ル

プ
ラ

イ
ン
「

子
ど

も
電
話

」
の

開
設
を

す
る
と

共
に

、

地
域
で
子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
こ
う
と
い
う
大
人
た
ち
の
輪
を
広
げ
て
い
く
た
め
の
事
業
を
行
い
、
も
っ
て
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
の
社
会
基
盤
づ
く
り
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 
●
活
動
内
容
：

 
 
・

18
歳
ま
で

の
子
ど
も
専
用
電
話
・
全
国
統
一
番
号
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
、
年
末
年
始
以
外
の
毎
日
午
後

4
時
か
ら

9
時
ま
で
電
話
の
開
設
を
行
っ
て
い
る
。

20
11

年
度
チ

ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
へ
の
着
信
数
、
全
国
で

20
9,

12
6
件
の
内
、

14
,2

74
件

が
さ
い
た
ま
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
に
着
信
し
て
い
る
。

 
 
・
電
話
を
受
け
る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
研
修
と
、
電
話
の
受
け
手
の
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
の
研
修
事

業
を
行
っ
て
い
る
。

 
 
・
電
話
で
受
け
止
め
た
子
ど
も
た
ち
の
声
を
分
析
し
、
子
ど
も
の
現
状
と
し
て
社
会
発
信
す
る
事
業
を
行
っ
て

い
る
。

 
 
・
公
開
講
座
と
し
て
、
子
ど
も
と
の
関
わ
り
合
い
の
知
恵
な
ど
、
地
域
の
大
人
の
学
習
の
機
会
を
提
供
し
て
い

る
。

 
 
・
子
ど
も
た
ち
に
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
を
周
知
す
る
た
め
の
広
報
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

20
11

年
度
は
約

12
0
万
枚
の
広
報
カ
ー
ド
を
全
県
の
小
・
中
・
高
校
生
に
配
布
。

 
 【
自
殺
総
合
対
策
大
綱
改
定
に
向
け
て
の
意
見
】

 
●

「
死

に
た
い
」
「
生

き
て
い

て
も

し
ょ
う

が
な

い
」
と

い
う

子
ど
も

た
ち

の
訴
え

か
ら

は
、
子

ど
も

た
ち
が

生
育

過
程
で

他
者

か
ら
認

め
ら

れ
た
経

験
が

乏
し
い

、
或

い
は

人

間
関
係
で
孤
立
し
て
い
て
孤
独
に
耐
え
て
き
て
い
る
こ
と
が
見
え
る
。
学
校
に
、
家
庭
に
居
場
所
が
な
い
と
感

じ
て
い
る
子
ど
も
が
多
く
い
る
こ
と
か
ら
、
学
校
外
に
子
ど
も

が
駆
け
込
め
る
場
所

(ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
い
る

)を
作
る
こ
と
が
肝
要
で
は
な
い
か
。

 
●
子
ど
も
時
代
か
ら
人
を
頼
る
、
相
談
を
す
る
経
験
を
積
ん
で
い
く
こ
と
が
、
大
人
に
な
っ
て
本
当
に
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
人
に
相
談
し
て
も
い
い
ん
だ
と
い
う
価
値
観

を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が
り
、
こ
れ
は
自
殺
を
予
防
す
る
力
に
も
な
っ
て
い
く
。
子
ど
も
た
ち
に
困
難
な
こ
と
が
あ
る
場
合
は
相
談
す
る
と
い
う
教
育
を
学
校
現
場
で
し
て
い
く

こ
と
と
、
相
談
を
受
け
た
相
談
機
関
や
大
人
が
子
ど
も
の
気
持
ち
を
き
ち
ん
と
受
け
止
め
る
姿
勢
と
ス
キ
ル
を
磨
く
必
要
が
あ
る
。
子
ど
も
の
気
持
ち
を
裏
切
ら
な
い
相
談
体

制
の
確
立
は
重
要
。

 
●

総
合

的
に
自

殺
を

防
い
で

い
く

た
め
に

は
、

子
ど
も

が
か

け
や
す

い
相

談
窓
口

(民
)と

問
題

に
対

応
で

き
る

体
制

(官
)の

、
官

民
協

働
の

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
を

作
り
を

考
え

て
ほ

し
い
。
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千
葉
県
臨
床
⼼
理
⼠
会
の
活
動
に
つ
い
て

【
千
葉
県
臨
床
⼼
理
⼠
会
の
概
要
】

●
所
在
地
：
千
葉
県
千
葉
市

●
代
表
者
：
斎
藤
由
美

●
規
模
：
正
会
員
70
8名

、
準
会
員
8名

、
通
信
会
員
15
名
、
海
外
会
員
1名

、
会
⻑
1名

副
会
⻑
1名

幹
事
13
名

通
信
会
員
15
名
、
海
外
会
員
1名

、
会
⻑
1名

副
会
⻑
1名

幹
事
13
名

●
活
動
⽬
的
：
臨
床
⼼
理
⼠
は
⼼
理
的
課
題
を
抱
え
る
⽅
に
臨
床
⼼
理
学
に
基
づ
い
た
知
識
と
技
術

で
援
助
す
る
専
⾨
職
で
あ
る
。
（
財
）
⽇
本
臨
床
⼼
理
⼠
資
格
認
定
協
会
の
認
定
を
受
け
（
社
）

⽇
本
臨
床
⼼
理
⼠
会
に
所
属
す
る
全
国
２
万
３
千
⼈
の
⼼
理
専
⾨
職
が
各
都
道
府
県
臨
床
⼼
理
⼠

会
に
所
属
し
、
医
療
・
保
健
、
福
祉
、
教
育
、
産
業
・
労
働
領
域
で
活
動
し
て
い
る
。

会
に
所
属
し
、
医
療

保
健
、
福
祉
、
教
育
、
産
業

労
働
領
域
で
活
動
し
て
い
る
。

●
活
動
内
容
：

平
成
23
年
７
⽉
よ
り
「
利
⽤
し
や
す
い
⼼
の
相
談
室
」
を
展
開
し
て
い
る
（
千
葉
県
の
地
域
⾃
殺

対
策
緊
急
強
化
基
⾦
補
助
事
業
）
。
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
場
所
（
船
橋
駅
前
ビ
ル
）
、
利
⽤
し
や

す
い
時
間
（
毎
週
⽔
曜
⽇
17
時
~
20
時
と
⽉
1回

⽇
曜
⽇
14
時
~
17
時
）
で
の
対
⾯
相
談
室
2室

す
い
時
間
（
毎
週
⽔
曜
⽇
17
時

20
時
と
⽉
1回

⽇
曜
⽇
14
時

17
時
）
で
の
対
⾯
相
談
室
2室

（
臨
床
⼼
理
⼠
2名

当
番
制
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
1名

固
定
）
、
予
約
相
談
と
⽴
ち
寄
り
相
談
を
受

け
て
い
る
。

「
⾃
殺
」
と
い
う
選
択
肢
が
脳
裏
に
浮
か
ぶ
前
に
持
続
的
に
体
験
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
「
⽣
き
づ
ら

さ
」
に
焦
点
を
当
て
、
専
⾨
的
視
点
か
ら
助
⾔
し
、
必
要
に
応
じ
地
域
に
お
け
る
他
機
関
連
携
を

さ
」
に
焦
点
を
当
て
、
専
⾨
的
視
点
か
ら
助
⾔
し
、
必
要
に
応
じ
地
域
に
お
け
る
他
機
関
連
携
を

実
践
す
る
。

【
⾃
殺
総
合
対
策
⼤
綱
改
定
に
向
け
て
の
意
⾒
】

【
⾃
殺
総
合
対
策
⼤
綱
改
定
に
向
け
て
の
意
⾒
】

●
相
談
機
関
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
「
⾃
殺
」
に
⾄
る
前
の
「
⽣
き
づ
ら
さ
」
、
「
⾃
殺
」
を
思
い
と
ど
ま
っ
た
、
或
い
は
、
⾃
殺
企
図
後

の
「
⽣
き
づ
ら
さ
」
を
継
続
し
て
⽀
え
続
け
る
エ
ス
コ
ー
ト
体
制
を
充
実
し
て
ほ
し
い
。

●
専
⾨
的
知
識
を
有
す
る
エ
ス
コ
ー
ト
ラ
ン
ナ
ー
（
伴
⾛
者
）
を
養
成
し
て
ほ
し
い
。

●
様
々
な
職
種
や
団
体
が
参
加
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
隙
間
が
⽣
じ
や
す
く

そ
の
隙
間
か
ら
当
事
者
が
こ
ぼ
れ
て
し
ま
い
や
す
い

●
様
々
な
職
種
や
団
体
が
参
加
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
隙
間
が
⽣
じ
や
す
く
、
そ
の
隙
間
か
ら
当
事
者
が
こ
ぼ
れ
て
し
ま
い
や
す
い
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
を
構
築
す
る
際
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
存
在
の
重
要
性
を
明
記
し
て
ほ
し
い
。
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